当院で分娩をなさる皆様へのお知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年7月吉日
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今日のわが国では、産婦人科医師不足のために、分娩を取りやめる病院や閉院する産婦人科医院が年々増加し、近隣に分娩施設がない地域もあります。さらに国の政策で医師の集約化や重点化が行われ、妊産婦の皆様によっては、２～３時間もかかる遠くの病院へ行かねばならないような事態になってきております。

しかし当院では、今まで同様に、妊産婦の皆様のお役に立てるように、安心・安全・快適を目指して、分娩を行ってまいりたいと思います。

この度、厚生労働省医政局長は、私共医師が安心して分娩が出来るように、平成19年3月30日に、『分娩における医師、助産師、看護師等の役割分担と連携等について』と題する局長通知を発出いたしました。
すなわち、この新しい局長通知は、分娩を担当する上での、基本的な考え方を示したものであります。

私たち医師は、今後はこの局長通知を遵守することにより、助産師及び看護師等と連携を密にして、分娩を行ってまいります。
ここに、医政局長通知の本文の一部を掲載いたします。

	『分娩における医師、助産師、看護師等の役割分担と連携等について』
（医政発第０３３００６１号）
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厚生労働省医政局長

母子の安心・安全の確保や新生児の健全な育成の観点から、妊娠初期から産じょく期までの一連の過程における医師、助産師、看護師等の適切な役割分担と連携が確保される必要がある。とりわけ分娩においては、医師、助産師、看護師等が、母子の安全・安心･快適を第一義に、お互いの業を尊重した上で、適切な役割分担と連携の下で出産の支援にあたることが何より重要である。

具体的には、
① 医師は、助産行為を含む医業を業務とするものであること《医師法（昭和23年法律第201号）第１７条》に鑑み、その責務を果たすべく、母子の健康と安全に責任を負う役割を担っているが、その業務の遂行にあたっては、助産師及び看護師等の緊密な協力を得られるよう医療体制の整備に努めなければならない。

2 助産師は、助産行為を業務とするものであり、《保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）第３条》、正常分娩の助産と母子の健康を総合的に守る役割を担っているが、出産には予期せぬ危険が内在することから、日常的に医師と十分な連携を取ることができるよう配慮する必要がある。

3 看護師等は、療養上の世話及び診療の補助を業務とするものであり（保健師助産師看護師法第５条及び第6条）、分娩期においては、自らの判断で分娩の進行管理は行うことができず、医師又は助産師の指示監督の下診療又は助産の補助を担い、産婦の看護を行う。
このようにそれぞれが互いに連携を密にするべきである。


この、医政局長通知の趣旨は、産科医療機関で医師と看護師等が、妊産婦の皆様の分娩を担当する場合でも、

１．分娩期においては、看護師等は、自らの判断で分娩進行管理は行わないが、

２．看護師等は、産科医の指示監督の下で、診療の補助（異常分娩の補助）と、助産の補助（正常分娩の補助）を行うことができる

というものです。

私共は、今後この医政局長通知の分娩に対する基本的な考え方を遵守し、皆様のために、安全・安心・快適なお産を目指して、分娩を担当いたしますので、当院で分娩をされる妊産婦の皆様も、どうぞご安心いただきたくお願い申し上げます。

